新聞学原論I特別講演
2010年4月22日（木）


新聞学原論Ⅰ特別講義　　　　　　　　　　　　　　　

調査報道の現場から
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特別講師：
梶山 天氏（朝日新聞記者、元鹿児島総局長）

日時：
２０１０年４月２２日（木）　13:15～14:45
場所：
同志社大学今出川校地・新町キャンパス


臨光館２０１番教室（R２０１）
鹿児島県警による

03年県議選公選法違反「冤罪・志布志事件」

記者たちが地域住民の「冤罪」の叫びに耳を傾け、

良心的な警察官を説得して内部資料を入手し、

長期にわたる困難な取材に耐え抜いた。[image: image2.jpg]



取材生データを示し、取材現場の息吹を伝える。

同志社大学社会学部メディア学科・浅野健一研究室
問い合わせ：〒602－8580　京都市上京区今出川通新町上る同志社大学社会学部
メディア学科渓水館401号　TEL：075(251)3457


担当（TA）：矢内真理子(やないまりこ)
==========================事前連絡不要・無料==========================
【講師略歴】梶山 天（かじやま たかし）　長崎県五島市〈現福江市〉出身。�１９５６年４月１５日生まれ、５４歳。７８年朝日新聞社入社、佐賀、鹿児島支局などを経て、現在、東京本社特別報道センター員。鹿児島総局長時代、０３年の鹿児島県議選を巡る鹿児島県例の公職選挙法違反事件で捜査当局のでっち上げを調査報道し、第７回（０７年度）早稲田大学石橋湛山記念ジャーナリズム大賞（草の根民主主義部門）、第１３回新聞労連ジャーナリスト大賞受賞。著書に『「違法」捜査　志布志事件「でっち上げ」の真実』（角川学芸出版）。











